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― 研究報告 ― 
 
わが国で行われてきた母乳哺育終了時の乳房ケアの歴史 
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表 1 文献リスト 
No 出版年 タイトル 著者 出版社 
1 1875（明8） 母親の心得．上 クレンケ・ハマルトン 近藤鎮三 
2 1879（明12） 婦女性理一代鑑 那晋平斯 司命堂 
3 1881（明14） 母親の教 トーマス・ブール 丸善 
4 1891（明24） 育児談 足立寛 日本赤十字社 
5 1896（明29） 育児必携 中井辰之助 成功堂 
6 1901（明34） 普通育児法 木村鉞太郎 金港堂 
7 1902（明35） 嬰児教養（子女教養全書；第１編） 下田歌子 古川勝次郎 
8 1903（明36） 通俗小児衛生学 小林信義 丸善 
9  1904（明37） 実用産婆学 鈴木喜代ノ助、 
三尾太伝次 
南江堂 
10  1905（明38） 育児のはなし 唐沢光徳 吐鳳堂 
11 1907（明40） 実験上の育児 上 瀬川昌耆 新橋堂 
12 1907（明40） 実験上の育児 下 瀬川昌耆 新橋堂 
13 1908(明41) 育児学 岩淵豊治 東京産婆看護婦講習会出版部 
14 1909（明42） 実験小児哺育法 健康児の巻 虚弱児の巻 小松貞介 日高有倫堂 
15 1910（明43） 妊婦必読安産の心得 吉田賢子 宇宙堂 
16 1911（明44） 新撰育児法講義 大久保直穆 朝陽堂 
17 1913（大2） 小児榮養法（近世眼科学補遺；第5巻） 平井毓太郎編 吐鳳堂書店 
18 1913（大2） 婦女の栞 川俣馨一 東京女子家政学院 
19 1918（大7） 小児ノ栄養発育衛生 高洲謙一郎 南山堂書店 
20 1919（大8） 最新産婆看護婦講習録 産婆科第2巻 大日本聯合女子青年団 日本産婆看護婦養成所 
21 1919（大8） 女子として是丈は心得おく可し 岡部稲子 春江同 
22 1919（大8） 家庭の栞 日本女子家政学院 日本女子家政学院 
23 1936（昭11） 技能修練育児教範 大日本聯合女子青年団 社会教育会 
24 1943（昭18） 乳幼児の育成 大政翼賛会文化厚生部 翼賛図書刊行会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
